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研究成果の概要（和文）：テーピングでの足関節・足部固定は裸足と比べると、垂直跳びの離地直前の単位時間
あたりの力を低下させ、跳躍高も減少させた(Koyama et al.,2014)。またシューズの着用の有無が歩行の圧力中
心の軌跡に影響することも明らかとなった(小山と小島. 2015)。足関節の強固な固定は足関節の底屈筋力のみな
らず、足指筋力も低下させ(Yamauchi and Koyama. 2015)、これらの結果を踏まえると、傷害予防のための足部
装具による足関節および足部固定は、その制限の程度によっては、固定された関節周りの筋群の力発揮を低下さ
せ、それはパフォーマンスの低下につながることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The proper use of an ankle brace is required to prevent major impairment of 
the muscle functions of the ankle-foot complex.  While, ankle taping impairs countermovement jump 
performance, because of a decreased ability to develop large force rapidly on the ground before the 
take-off (Koyama et al. 2014).  The structure and materials of shoe influence progression excursion 
of the center of pressure during walking (Koyama and Kojima, 2015).  Also, ankle splint decreases 
generation muscle force at foot and ankle joint (Yamauchi and Koyama. 2015).  Therefore, although 
athletes need to use ankle braces for both practice and sports competition settings to prevent 
reinjury, they should understand the side effects of an ankle brace on the ability to generate 
muscle force in the ankle-foot complex.  

研究分野：スポーツバイオメカニクス
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１．研究開始当初の背景 
ヒトのダイナミック動作では、股関節で発揮
された力が二関節筋を介して身体の近位か
ら遠位へと伝えられている。ヒトの運動パフ
ォーマンスは身体から外部に発揮される力
の大きさによって決定され、骨格筋から各関
節を介して、下肢では股関節、膝関節、足
関節、最終的には足指関節へと順に伝達さ
れる。特に足部は骨格筋で発揮された全て
の力が集約されて地面に力を伝達すること、
また地面からの衝撃を緩衝する機能を持ち、
力の伝達性を考える上では非常に重要な
パーツである。またこれらの関節には複数
の筋が跨っており、関節角度の変化や筋の
収縮速度によって力発揮が異なるため、各
関節に付着する筋の長さ-張力関係、力-速
度関係から筋の力発揮特性の議論がされ
てきた。しかしながら、動作時の下肢筋、お
よび足部筋の役割に関しては、個別に報告
がされているものの、ダイナミック動作にお
ける下肢と足部筋の力発揮の関連性に関し
ては詳細に検討されていない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、ヒトのダイナミック動作におけ
る下肢と足部筋の力発揮の連関性メカニズ
ムの解明を目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
足関節と足部の外在筋と内在筋の力発揮
特性を、筋の長さ-張力関係、力-速度関係
から検討するため、足関節と足部の外在筋
と内在筋の力発揮を筋力計、筋電図、フォ
ースプレート、動作分析システムを使用した。
具体的には、ダイナミック動作の下肢三関
節と MTP 関節を動作分析、足部が発揮す
る力の定量、各関節周りの筋活動量を定量
して、それらの力発揮の連動性メカニズムを
評価した。下肢三関節動作や MTP 関節の
動作もしくは、その周りの筋群の力発揮がテ
ーピングやサポーター、シューズの機能性
によって及ぼされる影響を検討した。また傷
害予防や臨床、運動パフォーマンスの視点
から目的に沿った足部装具の開発への情
報提供を学会発表や学術誌等で実施し
た。 
 
 
４．研究成果 
テーピングでの足関節・足部固定は裸足と
比べると、垂直跳びの離地直前の単位時間
あたりの力を低下させ、跳躍高も減少させ、
シューズの着用の有無が歩行の圧力中心
の軌跡に影響することも明らかとなった。ま
た足関節の強固な固定は足関節の底屈筋
力のみならず、足指筋力も低下させた。これ
らの結果を踏まえると、傷害予防のための
足部装具による足関節および足部固定は、

その制限の程度によっては、固定された関
節周りの筋群の力発揮を低下させ、それは
パフォーマンスの低下につながることが示
唆された。これらの研究成果を学会発表お
よび学術論文で発表した。 
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